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ジオリファレンス

コントロールポイントを要素や参照グリッドへスナップする
TNTmips のジオリファレンス処理ではコントロールポ

イントの追加や編集において数種類のモードが用意されて
います。これらのモードはポイント入力を手助けするよ
う設計されています。例えば、参照オブジェトを使ってジ
オリファレンスしている場合、デフォルトのモードは [ モ
デルから推定 (Estimate from Model)] です。このモードで
コントロールポイントを追加する場合、最初に入力画面
でクロスヘア ( 十字線 ) の位置を合わせると、そのポイン
トに対する入力座標を設定するだけでなく、( 解を計算す
るだけの十分なポイントがすでに入力されている場合 ) 現
在のポイントの配置とモデルに基づいて候補の地図座標を
自動的に計算し、これらの座標をコントロールポイントリ
ストに表示します。これらの自動的に入力された座標は参
照ウィンドウでクロスヘアを移動するだけで、または座標
フィールドを編集することで上書き修正できます。逆に、
参照ウィンドウでクロスヘアを配置すると地図座標を設定
し、オブジェクトの推定座標を計算します。　　　　　　

他にもコントロールポイントの入力を助けるモードがい
くつかあります。個々のコントローポイントを入力または
参照用図形オブジェクト ( ベクタ、CAD、シェイプ ) の要
素にスナップできます。最近接のラインやポイントへのス

ナップや最近接のライン構成点へのスナップも可能です。
また任意の地図座標系で、マップグリッドをセットしてコ
ントロールポイントを最近接のグリッド交点にスナップで
きます。後者のオプションでは参照用オブジェクトを必要
としないので、地図中にグリッドや目盛りのある地図シー
トをジオリファレンスする場合に適しています。

こうしたコントロールポイントの追加や編集用のモード
は、〈ジオリファレンス (Georeference)〉ウィンドウにあ
るツールバーの [ 入力 (Input)] および参照 [(Reference)] セ
クションのアイコンボタン ( 右上図 ) を使って、入力と参

照オブジェクトに対して別々に設定しま
す。それぞれのスナップオプションにつ
いては以降で詳細に説明します。

最近接ラインの終端またはポイン
トへのスナップ

[ 終端 / ポイントにスナップ (Snap to 
End or Point)] モードを使うと、入力図
形オブジェクトや参照図形オブジェク
ト中のライン要素の終端 ( ノード ) やポ
イントへスナップできます。([ 終端 / ポ
イントにスナップ ] アイコンボタンは入
力と参照の両方が図形オブジェクトの場
合、両方で使用可能です。) 参照用図形
オブジェクトは任意の座標参照系でよ
く、コントロールポイントで使われてい
る参照系と同じである必要はありませ
ん。このモードは道路や水路網など交差
するラインで表現される地物の参照図形
データに大変有効です。

[ 終端 / ポイントにスナップ ] モードでは、
別の画面でクロスヘアツールが手動で配置操
作されると、指定画面内のコントロールポイ
ントを自動的に最近接ラインの終端またはポ
イント要素にスナップします。左の図の例で
はこのモードを使って、道路網が描かれてい
る参照用シェイプファイルに対応する新しい

上の図は ASTER 衛星画像 ( 左側、入力画面 ) を国道のシェイプファイル ( 右側、参照画面 ) を
使ってジオリファレンスしているところです。[ 終端 / ポイントへスナップ ] に設定された [ 参照
(Reference)]オブジェクトモードで新しいコントロールポイントが追加されています(入力はデフォ
ルトの [ モデルから推定 ] モード )。これらの設定を使って道路交差点 ( 左図 ) 上で入力画面のクロ
スヘアツールを手動で配置すると、参照画面のクロスヘアが参照用シェイプオブジェクト内で最近
接の道路の交点 ( ライン終端に一致 ) に自動的にスナップします。左下の図は確定したコントロー
ルポイントです。地図座標は現セッションでのコントロールポイントリストにカラーで表示され、
そのソース情報がツールティップに書かれています ( 下図 )。
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コントロールポイントが入力ラスタへ追加さ
れています。入力画面内の画像上でポイント
が手動で配置される時は、参照画面内のクロ
スヘアツールが最近接のライン終端 ( この場
合は交差点 ) に自動的にスナップされ、新規
のポイントに対して必要な地図座標が与えら
れます。この場合、入力画面内の近接した多
くの別のクロスヘアの位置がスナップした地
図でそれと同じ座標を生じるさせるので注意
が必要です。画像上の入力クロスヘアの正し
い位置はユーザが確認する必要があります。
[ 終端 / ポイントにスナップ ] モードが入力
と参照の両方の図形データで同時に使われる
と、どちらか一方のツールが手動で再配置さ
れる時に、入力と参照の両方のクロスヘアが
最近接の対応する地物に自動的にスナップさ
れます。

[ 終端 / ポイントにスナップ ] モードはコ
ントロールポイントを編集する際にも使うこ
とができます ( 例えば、手動で配置されたポ
イント )。[ 編集 (Edit)] モードでは、スナッ
プ動作を引き起こすためにスナップ操作が設
定されている画面内のクロスヘアツールを手
動で再配置する必要があります。

中間点にスナップ
[ 中間点にスナップ (Snap to Vertex)] モードは入力・参

照オブジェトの図形データに対して使用できます。その操
作は、特定の画面で最近接のライン中間点にクロスヘア
ツールをスナップする場合を除けば、[ 終端 / ポイントに
スナップ ] モードに似ています。このモードは農地区画や
建物の土地専有面積、街区境界のような交差しないポリゴ
ンが多い図形データに対して大変有効です。参照位置とし
てポリゴンの角 ( ライン終端のこともそうでないこともあ
ります ) を使えます。右の図は参照用シェイプファイル内
の農地境界を使用している例です。

地図グリッド交点にスナップ
[ グリッドにスナップ (Snap to Grid)] は任意の種類の入

力オブジェクトの参照ツールバーで使用できます。スキャ
ン入力した地形図などグリッド線やグリッド交点の目盛り

の付いた入力オブジェクトに対し、このモードを使用して
地図座標を最も近いグリッド交点へ素早くスナップできま
す。このモードを使用するには、登録モデルに対する解を
計算するための十分な数のコントロールポイントがすでに
入力されている必要があります。

[ グリッドにスナップ ] モードにすると〈スナップグリッ
ド (Snap Grid)〉ウィンドウが開くので参照する地図グリッ
ドを設定できます。地図グリッドの座標参照系を設定し ( コ
ントロールポイントで使われている参照系と異なっていて
もかまいません )、グリッド線の東西方向と南北方向の間
隔を設定します。

グリッドを作った後は、入力画面にクロスヘアツールを
配置するとコントロールポイントの地図座標が自動的に最
近接のグリッド交点に設定されます。入力オブジェクトに
対して正しくポイントを配置するのはユーザの責任です。

上の図は農地区画のシェイプファイル ( 右側、参照画面 ) を使ってジ
オリファレンス中のある地方 ( 左側、入力画面 ) の正射画像です。[ 中
間点にスナップ ] に設定された [ 参照 ] オブジェクトモードで新たに
コントロールポイントが追加されています。入力画面で手動でクロス
ヘアツールを配置すると参照画面のクロスヘアツールが最近接の区画
の角の頂点に自動的にスナップします。左の図は確定したコントロー
ルポイントで、下図がコントロールポイントのリストです。

左の図は 1000 メートル間隔のグリッド線 ( オーストラリア国マップグリッ
ド ) の地形図をスキャンしたものです。この地図は [ グリッドにスナップ ]
機能を用いてジオリファレンスしています。地図グリッドの座標参照系と
東西方向と南北方向のグリッド間隔を設定するには〈グリッドにスナップ〉
ウィンドウ ( 左上図 ) を使用します。グリッド線上かグリッド交点の近くに
クロスヘアツールを配置すると表示中の地図グリッド内の最近接のグリッ
ド交点より自動的に地図座標を設定します ( 上図のコントロールポイントの
地図座標リストに示すように )。正しい座標入力を得るには画像の座標だけ
は手動での調節が必要です。


